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建
設
部

住
宅
政
策
課

空き家バン
ク関係事業

　空き家実態調査・所有者等への意向調査を基
に、空き家バンクへの登録促進及び利用者登録
を進めます。「空き家対策協議会」を柱とし、空
き家の適正管理及び活用について空き家対策基
本方針・対策計画を策定します。

　空き家実態調査を基に実施したアンケートの
未回答者のうち、259件の物件について訪問調
査を行いました。
　利用登録者は170人の方が登録されています。
空き家活用について、11件成立しました。

上
下
水
道
課

水 道・ 簡 易
水 道 建 設
改 良 事 業

　未給水区域の解消については、ボーリング等
の補助により対応しておりましたが、吉田町の
水利を利用するなど、水源を確保することによ
り未給水区域の解消事業に着手しました。
　今年度も引き続き、美土里町本郷・横田地区
の水道施設の整備を進め、安芸高田市全体の水
道の普及率の向上を目指します。また、簡易水
道事業等の水道事業への統合を進め、新たな水
源の確保と連絡管の整備、施設の統廃合を進め
ます。

【水道の整備】
　水道管布設工事5.9ｋｍを発注し、9月1日に
一部供用を開始しました。

【水源確保と施設の統廃合】
　水道事業への統合に向けた支援業務（変更認
可申請業務等）を発注しました。

消
防
署

警
防
課

現場活動事
業（ 応 急
手当普及）

　市民をはじめ、公衆の出入りの多い場所や事
業所、福祉施設等、学校教育の現場における関
係者等に対し、救急教室及び救命講習の受講を
積極的に呼び掛け、いざという時に応急手当が
実施できるバイスタンダーの増員を目指します。

・�上半期における平成26・27年度を加えた3
年間の応急手当受講率（生産年齢人口）は42
％（平成31年までの目標は50％以上）となり、
今年度の目標値の44％以上までは残すところ
２％（324人）となりました。

・�広報あきたかた６月号へ「お太助フォンによ
る救命処置の動画配信」について掲載しまし
た。また、応急手当講習会等において、受講
者へ応急手当テキスト、ポスター、パンフレ
ット等の配布を実施しました。

・�今年度より、防火指導・避難訓練等において
も応急手当に関する内容をカリキュラムに盛
り込み、応急手当の重要性を市民に指導する
機会を増やしました。

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
総
務
課

学校規模適正
化推進事業

　安芸高田市の少子化が急速に進展する中にあ
って、特に課題となる小学校の過小規模校化の
解決を重点として、将来的な展望のある教育環
境の整備を目的に規模適正化を推進します。

■八千代地区
・校章・校歌の作成依頼を行いました。
・急傾斜地崩壊対策工事が完了しました。
　準備委員会2回開催　総務部会2回開催
■甲田地区
・�校章デザインの公募を開始し、校歌の作成依
頼を行いました。

　準備委員会3回開催　総務部会4回開催
■可愛・郷野地区
・�7月28日に基本協定書の署名式を行いました。
　統合の期日：平成31年4月1日
　統合校の名称：愛郷小学校
　準備委員会1回開催

学
校
教
育
課

　生
涯
学
習
課

学 力 向 上
推 進 事 業

　学習補助員等の配置によるきめ細やかな教育
環境の提供、ＩＣＴの活用、「安芸高田市学力向
上戦略」に基づく教員の授業力向上等の取組を
とおして、小中学校児童生徒の確かな学力を定
着させます。
　学習が遅れがちな児童のための自主学習の場
として、地域未来塾（公営塾）を開設し、児童
の家庭学習を支援します。

■学習補助員等の活用
・�学習補助員5人、非常勤講師2人、教育介助員
10人を該当校に配置し、きめ細やかな教育環
境を提供しています。

■ＩＣＴ支援員の活用
・�ＩＣＴ支援員を導入モデル校等に定期的に派
遣し、機器等の活用を推進しています。

・�「ＩＣＴ支援員だより」を定期に発行、全小中
学校に配布し、ＩＣＴ機器活用の啓発を行っ
ています。

■「安芸高田市学力向上戦略」の推進
・�「学力向上推進プロジェクト」を組織し、教員
の授業力向上等の取組を進めています。（プロ
ジェクト会議２回、ワーキング会議３回実施）

生
涯
学
習
課

文化財保護事
業（ 甲 立 古
墳保存活用）

　本年３月に国史跡指定となった甲立古墳につ
いて、市民に対しそのことの意義について周知
を図ることを目的に、歴史民俗博物館において
甲立古墳展を開催するとともに、専門家を招致
してのシンポジウムを開催します。
　また、保存活用計画策定委員会を設置すると
ともに、今後の保存活用に向けての協議を開始
し保存活用計画の骨子を取りまとめ保存活用の
推進を図ります。

■�4/16～6/26を会期とした「国史跡甲立古墳�
～甦る家形埴輪祭祀の世界～」を開催しまし
た。（入館者数2,863名）

■�9/17に「シンポジウム国史跡甲立古墳」を
開催しました。（入館者数230名）

■�「史跡甲立古墳保存活用計画策定委員会の設
置及び運営要綱」を制定し、文化庁・県と委
員会開催の協議を進めています。
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